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ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　

町
消
防
団
は
、
町
に
「
住
ん
で
い
る
」

「
働
い
て
い
る
」
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
町
の
機
関
で
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と

同
じ
消
防
機
関
の
一
つ
で
す
。
消
防
団
員

は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
も
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
は
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
習
得
し
、
火
災
発
生
時
の
消
火

活
動
、
大
規
模
災
害
時
の
救
出
・
救
助
活

動
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
な
ど
に
従
事

し
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
少
子
高
齢
化
、
就
業
構

造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
団
員
の
数
は
減

少
し
続
け
て
お
り
、
防
災
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
は
、
優
良
な
団
員
の
退
団
が
特
に
多
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
若
年
層
の
団
員
の

確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
消
防
団
活
動
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
の

新
入
団
員
の
勧
誘
に
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

入
団
を
希
望
さ
れ
る
町
内
在
住
・
在
勤

の
健
康
で
年
齢
十
八
歳
以
上
の
方
は
、
防

災
交
通
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が
、
き
っ
と

あ
る
は
ず
で
す
。
あ
な
た
の
「
チ
カ
ラ
」

を
消
防
団
の
活
動
の
中
で
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　文化財防火訓練が１月２７日に熱田社（宮津）であり
ました。常舞台から出火し、町指定文化財の「金唐紙」
「南社山車」や天然記念物の楠への延焼を防止する想
定で訓練を実施。半田消防署阿久比支署員と消防団員
が放水を行いました。
　前夜に降った雪がうっすらと日陰に残る中、地元の
宮津地区の住民も参加した消火訓練を続いて行い、参
加者は消火器を使った訓練を行うなどして、防火に対
する意識を高めました。
　文化財防火訓練は、１月２６日の「文化財防火デー」
前後に、町内の文化財所有者の協力で毎年取り組んで
います。

熱田社で文化財防火訓練

放水訓練を行う消防署員と消防団員

実団員数条例定数地　区分団名

２１人２１人横松、萩、宮津、宮津団地、
宮津山田、陽なたの丘第１分団

８人２１人
板山、福住、福住園高台、
白沢、白沢台、高根台、
坂部、メイツ巽ヶ丘

第２分団

１８人２０人草木第３分団

１７人２０人卯之山、阿久比団地、
阿久比、椋岡、矢口第４分団

２１人２１人高岡、植、大古根第５分団
※　条例定数１０５人（団長、副団長を含む。）
　　実団員数８７人（充足率８３％）
　　平均年齢２８.４歳【平成２５年１月１日現在】

阿久比町消防団の各分団、団員数など


